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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声データ、映像データを含むマルチメディアデータの入出力装置と直接接続され、前
記入出力装置を介して入出力されるマルチメディアデータについて、インターネットを介
してＰ２Ｐ（Ｐｅｅｒ　ｔｏ　Ｐｅｅｒ）の双方向通信を行うために接続地点に配置され
る通信アダプタ装置であって、
　通信用の接続端子を備えた通信データ入出力部と、
　前記入出力装置を接続する入出力端子及びシリアル機器を接続するシリアル接続端子を
備えたマルチメディアデータ入出力部と、
　通信プログラムを実行してインターネットを介してＰ２Ｐの双方向通信を行う通信制御
部と、
　前記通信制御部の前記通信プログラムの設定を外部装置から変更する設定用Ｗｅｂイン
ターフェース部と、
　通信設定を行うためのハードウエアスイッチ部及び表示部を含む設定インターフェース
部と、
　前記通信データ入出力部、マルチメディアデータ入出力部、通信制御部、及び前記設定
インターフェース部をまとめて収納する一つの筐体と、
　を備え、
　前記表示部は、前記設定インターフェース部による自装置の設定状態及びインターネッ
トでの通信状態を表示し、
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　前記ハードウエアスイッチ部は、
　接続グループＩＤの設定、端末ＩＤの設定、及び送信パケット回数の設定を行う第１ハ
ードウエアスイッチと、
　接続を実行させ、接続を待機状態とする第２ハードウエアスイッチと、
　インターネットの接続確認及びＩＤ情報を確認する第３ハードウエアスイッチと、
　を有し、
　前記ハードウエアスイッチ部の操作により、前記入出力装置の間においてＰ２Ｐの双方
向マルチメディア通信を行うことを特徴とする通信アダプタ装置。
【請求項２】
　前記通信制御部は、ＷｅｂＲＴＣ（Ｗｅｂ　Ｒｅａｌ－Ｔｉｍｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎ）による通信を行うことを特徴とする請求項１に記載の通信アダプタ装置。
【請求項３】
　前記マルチメディアデータ入出力部には、ＵＳＢポート、アナログ入力ポート、アナロ
グ出力ポート、シリアルポート、及び画像データ出力ポートのうち少なくとも一つのポー
トが配置されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の通信アダプタ装置。
【請求項４】
　前記ハードウエアスイッチ部は、ロータリースイッチ、トグルスイッチ、及びプッシュ
スイッチを含む物理スイッチを備えることを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載
の通信アダプタ装置。
【請求項５】
　前記第１ハードウエアスイッチは、前記ロータリースイッチであり、他のスイッチによ
り前記ロータリースイッチの操作により設定する項目を変更することを特徴とする請求項
４に記載の通信アダプタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチメディアデータをインターネット経由で双方向通信を行うため接続地
点に配置される通信アダプタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、マルチメディアデータ、即ち音声、画像、その他のデータを、インターネットを
介して、端末間でＰ２Ｐ（ピアツーピア：Peer to Peer）通信する技術が提供されている
。
【０００３】
　特許文献１には、通信アダプタ装置と、他の通信アダプタ装置を備える通信システムに
おける前記通信アダプタ装置において、Ｗｅｂブラウザを有し、当該Ｗｅｂブラウザを用
いて前記他の通信アダプタ装置との間でトンネル接続を行うトンネル接続手段と、受信し
たパケットを前記トンネル接続手段により送受信される形式のデータに変換し、当該デー
タを前記トンネル接続手段に渡すデータ変換手段と、を備えるものが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１１８４７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、このような通信アダプタ装置にあっては、データ通信を開始するのに手間がか
かるという問題がある。即ち従来の通信アダプタ装置にあっては、ユーザは、インターネ
ットに接続可能なコンピュータを準備すると共に、このコンピュータに通信用ハードウエ
アを増設する他、通信プログラムやシリアル機器接続プログラムの各種プログラムをイン
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ストールして各種設定を行う必要がある。
【０００６】
　本発明は上述した課題に鑑みなされたものであり、各種ハードウエア、ソフトウエアの
準備をする必要がなく、シリアル機器、マイク、スピーカー、モニター、カメラ等の接続
と、ネット接続とをするだけで、簡単にＰ２Ｐでマルチメディア通信を行える通信アダプ
タ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決する請求項１に記載の発明は、音声データ、映像データを含むマルチメ
ディアデータの入出力装置と直接接続され、前記入出力装置を介して入出力されるマルチ
メディアデータについて、インターネットを介してＰ２Ｐ（Ｐｅｅｒ　ｔｏ　Ｐｅｅｒ）
の双方向通信を行うために接続地点に配置される通信アダプタ装置であって、通信用の接
続端子を備えた通信データ入出力部と、前記入出力装置を接続する入出力端子及びシリア
ル機器を接続するシリアル接続端子を備えたマルチメディアデータ入出力部と、通信プロ
グラムを実行してインターネットを介してＰ２Ｐの双方向通信を行う通信制御部と、前記
通信制御部の前記通信プログラムの設定を外部装置から変更する設定用Ｗｅｂインターフ
ェース部と、通信設定を行うためのハードウエアスイッチ部及び表示部を含む設定インタ
ーフェース部と、前記通信データ入出力部、マルチメディアデータ入出力部、通信制御部
、及び前記設定インターフェース部をまとめて収納する一つの筐体と、を備え、前記表示
部は、前記設定インターフェース部による自装置の設定状態及びインターネットでの通信
状態を表示し、前記ハードウエアスイッチ部は、接続グループＩＤの設定、端末ＩＤの設
定、及び送信パケット回数の設定を行う第１ハードウエアスイッチと、接続を実行させ、
接続を待機状態とする第２ハードウエアスイッチと、インターネットの接続確認及びＩＤ
情報を確認する第３ハードウエアスイッチと、を有し、前記ハードウエアスイッチ部の操
作により、前記入出力装置の間においてＰ２Ｐの双方向マルチメディア通信を行うことを
特徴とする通信アダプタ装置である。
　本発明によれば、通信アダプタ装置は、通信データ入出力部、マルチメディアデータ入
出力部と、通信制御部、及び設定インターフェース部が一つの筐体に収納されており、イ
ンターネットへの接続に際しては、各種入出力端子に入出力装置を接続し、インターネッ
トに接続し、表示部を確認しつつハードウエアスイッチ部を操作するだけで、Ｐ２Ｐ双方
向通信を行うことができる。
【０００８】
　また、ハードウエアスイッチ部は、接続グループＩＤの設定、端末ＩＤの設定、及び送
信パケット回数の設定を行う第１ハードウエアスイッチ（ロータリースイッチ）を有する
。
　本発明によれば、第１ハードウエアスイッチ（ロータリースイッチ）により各種の設定
が行える。
【０００９】
　また、ハードウエアスイッチ部は、前記通信制御部の前記通信プログラムの設定を外部
装置から変更する設定用Ｗｅｂインターフェース部を備え、設定インターフェース部には
、接続を実行させ、接続を待機状態とする第２ハードウエアスイッチ（接続待機設定スイ
ッチ）を有する。
　このため、外部装置から設定用Ｗｅｂインターフェース部を介して通信プログラムの設
定を行っておくことができ第２ハードウエアスイッチ（接続待機設定スイッチ）を操作す
るだけで設定された通信プログラムを使用した通信を行うことができる。よって、簡単な
操作で接続の実行、待機を行うことができる。
【００１０】
　また、ハードウエアスイッチ部は、インターネットの接続確認及びＩＤ情報を確認する
第３ハードウエアスイッチ（テストスイッチ）を有する。
　本発明によれば、第３ハードウエアスイッチ（テストスイッチ）の操作でインターネッ



(4) JP 6636414 B2 2020.1.29

10

20

30

40

50

トの接続確認及びＩＤ情報を確認することができる。
　よって、簡単な操作で、インターネットの接続確認及びＩＤ情報の確認をすることがで
きる。
【００１１】
　同じく請求項１に記載の発明において、前記表示部は、前記設定インターフェース部に
よる自装置の設定状態及びインターネットでの通信状態を表示することを特徴とする。
　本発明によれば、ハードウエアスイッチ部による設定状態及び通信状態が表示部に表示
される。
　よって、表示部を確認するだけで設定インターフェース部の操作による設定状態及び通
信状態を確認することができる。
【００１２】
　よって、各種ハードウエア、ソフトウエアの準備や設定をする必要がなく、シリアル機
器、マイク、スピーカー、モニター、カメラ等の接続と、ネット接続とをするだけで、簡
単にＰ２Ｐでマルチメディア通信を行うことができる。
【００１３】
　同じく請求項２に記載の発明において、前記通信制御部は、ＷｅｂＲＴＣ（ＷｅｂＲｅ
ａｌ－ＴｉｍｅＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）による通信を行うことを特徴とする。
　本発明によれば、オープンソース化されたＷｅｂＲＴＣを使用することにより、ブラウ
ザを使用してリアルタイムで大量のデータを高速に通信することができる。
　よって、マルチメディア通信を円滑に行うことができる。
【００１４】
　同じく請求項３に記載の発明において、前記マルチメディアデータ入出力部には、ＵＳ
Ｂポート、アナログ入力ポート、アナログ出力ポート、シリアルポート、及び画像データ
出力ポートのうち少なくとも一つのポートが配置されていることを特徴とする。
　本発明によれば、マルチメディアデータ入出力部には各種入出力ポートが配置される。
　よって、通信アダプタ装置に入力デバイス及び出力デバイスを簡単に取付けることがで
きる。
【００１５】
　同じく請求項４に記載の発明において、前記ハードウエアスイッチ部は、ロータリース
イッチ、トグルスイッチ、及びプッシュスイッチを含む物理スイッチを備えることを特徴
とする。
　本発明によれば、設定インターフェース部には、各種物理スイッチが配置され、装置の
設定、調整等は物理スイッチの操作で行われる。
　よって、通信アダプタ装置の設定、調整等の操作をキーボード、マウス等を使用するこ
となく物理スイッチの直感的な操作で行うことができる。
【００１６】
　同じく請求項５に記載の発明において、前記第１ハードウエアスイッチは、前記ロータ
リースイッチであり、他のスイッチにより前記ロータリースイッチの操作により設定する
項目を変更することを特徴とする。
　本発明によれば、第１ハードウエアスイッチはロータリースイッチであり、ロータリー
スイッチにより各種の設定が行える他、ロータリースイッチによる設定項目は他のスイッ
チによって選択することができる。
　よって、ロータリースイッチの数を増加することなく各種の設定を行うことができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、各種ハードウエア、ソフトウエアの準備をする必要がなく、シリアル
機器、マイク、スピーカー等の接続と、ネット接続とをするだけで、簡単にＰ２Ｐでマル
チメディア通信を行うことができる。
【００１８】
　即ち、請求項１に記載の通信アダプタ装置によれば、通信データ入出力部、マルチメデ
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ィアデータ入出力部と、通信制御部、及び設定インターフェース部が一つの筐体に収納さ
れており、インターネットへの接続に際しては、各種入出力端子に入出力装置を接続し、
インターネットに接続し、表示部を確認しつつハードウエアスイッチ部を操作するだけで
、Ｐ２Ｐ双方向通信を行うことができる。
【００１９】
　また、請求項１に記載の通信アダプタ装置によれば、第１ハードウエアスイッチ（ロー
タリースイッチ）の操作で、各種の設定が行える。
【００２０】
　また、請求項１に記載の通信アダプタ装置によれば、第２ハードウエアスイッチ（接続
待機設定スイッチ）の操作で、接続の実行、待機を指定することができるので、簡単な操
作で接続の実行、待機を行うことができる。
【００２１】
　また、請求項１に記載の通信アダプタ装置によれば、第３ハードウエアスイッチ（テス
トスイッチ）の操作でインターネットの接続確認及びＩＤ情報を確認することができるの
で、簡単な操作で、インターネットの接続確認及びＩＤ情報の確認をすることができる。
【００２２】
　そして、請求項１に記載の通信アダプタ装置によれば、ハードウエアスイッチ部による
設定状態及び通信状態が表示部に表示されるので、表示部を確認するだけで設定インター
フェース部の操作による設定状態及び通信状態を確認することができる。
【００２３】
　よって、各種ハードウエア、ソフトウエアの準備や設定をする必要がなく、シリアル機
器、マイク、スピーカー、モニター、カメラ等の接続と、ネット接続とをするだけで、簡
単にＰ２Ｐでマルチメディア通信を行うことができる。このため、各種ハードウエア、ソ
フトウエアの準備をする必要がなく、シリアル機器、マイク、スピーカー、モニター、カ
メラ等の接続と、ネット接続とをするだけで、簡単にＰ２Ｐでマルチメディア通信を行う
ことができる。
【００２４】
　また、請求項２に記載の通信アダプタ装置によれば、オープンソース化されたＷｅｂＲ
ＴＣを使用することにより、ブラウザを使用してリアルタイムで大量のデータを高速に通
信することができ、マルチメディア通信を円滑に行うことができる。
【００２５】
　また、請求項３に記載の通信アダプタ装置によれば、マルチメディアデータ入出力部に
は各種入出力ポートが配置されるので、通信アダプタ装置に入力デバイス及び出力デバイ
スを簡単に取付けることができる。
【００２６】
　また、請求項４に記載の通信アダプタ装置によれば、設定インターフェース部には、各
種物理スイッチが配置され、装置の設定、調整等は物理スイッチの操作で行われるので、
通信アダプタ装置の設定、調整等の操作をキーボード、マウス等を使用することなく物理
スイッチの直感的な操作で行うことができる。
【００２７】
　また、請求項５に記載の通信アダプタ装置によれば、第１ハードウエアスイッチはロー
タリースイッチであり、ロータリースイッチによる設定項目は他のスイッチによって選択
することができるので、ロータリースイッチの数を増加することなく各種の設定を行うこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る通信アダプタ装置を使用したＰ２Ｐ通信の状態を示す模式図である
。
【図２】同通信アダプタ装置の構成を示すブロック図である。
【図３】同通信アダプタ装置の操作パネルを示す模式図である。
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【図４】同通信アダプタ装置の背面パネルを示す模式図である。
【図５】同通信アダプタ装置の使用手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明を実施するための形態に係る通信アダプタ装置について説明する。図１は本発明
に係る通信アダプタ装置を使用したＰ２Ｐ通信の状態を示す模式図である。
【００３０】
　図１に示す例では、２つの接続地点Ａ、地点Ｂ間においてＰ２Ｐのマルチメディア双方
向通信を行う。各地点Ａ、Ｂには、インターネット１０に２つの通信アダプタ装置１００
（１００Ａ、１００Ｂ）が接続されており、通信アダプタ装置１００Ａと通信アダプタ装
置１００Ｂとの間でＰ２Ｐによるマルチメディアデータの双方向通信を行う。なお、通信
アダプタ装置１００Ａと、通信アダプタ装置１００Ｂとを区別せずに説明するとき通信ア
ダプタ装置１００として説明する。
【００３１】
　また、インターネット１０には、ＷｅｂＲＴＣサーバー２０が接続されている。Ｗｅｂ
ＲＴＣは、リアルタイムコミュニケーション用のＡＰＩ（Application Programming Inte
rface）の定義であり、プラグインを使用することなくウェブブラウザ間でマルチメディ
ア通信、例えばボイスチャット、ビデオチャット、ファイル共有ができる。ＷｅｂＲＴＣ
は公知技術あり、Ｇｏｏｇｌｅ（登録商標）社によりオープンソース化されている。
【００３２】
　２つの通信アダプタ装置１００Ａ、１００Ｂは、ＷｅｂＲＴＣサーバー２０によりＳＤ
Ｐ（Session Description Protocol）を交換して双方向通信を確立する。ＷｅｂＲＴＣサ
ーバー２０は、一方の通信アダプタ装置１００（例えば通信アダプタ装置１００Ａ）の接
続元ブラウザから受け取った要求を接続したい通信アダプタ装置１００（例えば通信アダ
プタ装置１００Ｂ）のブラウザへ受け流し、両者間でＳＤＰの交換を実現する。
【００３３】
　通信アダプタ装置１００で通信されるデータとしては、音声データ、映像データ、シリ
アルデータがある。これにより、通信アダプタ装置１００Ａ、１００Ｂの間でテレビ電話
の通信や、一方の例えば１００Ｂ側にシリアル接続されたロボットを通信アダプタ装置１
００Ａにシリアル接続されたコントローラで遠隔操作することができる。
【００３４】
　図１に示すように、通信アダプタ装置１００には、Ｗｅｂカメラ２１０、マイク２２０
、アンプ、スピーカー、ヘッドフォン（以下ヘッドフォン２３０）、ディスプレイ２４０
、シリアル機器２５０が接続されている。
【００３５】
　次に通信アダプタ装置１００の構成について説明する。図２は同通信アダプタ装置の構
成を示すブロック図である。通信アダプタ装置１００は、通信データ入出力部１１０と、
マルチメディアデータ入出力部１２０と、通信制御部１３０と、設定インターフェース部
１４０と、通信アダプタ装置外部制御Ｉ／Ｏ１６０と、設定用Ｗｅｂインターフェース部
１７０とを備えている。
【００３６】
　通信アダプタ装置１００は、ＣＰＵ(Central Processing Unit)、主記憶装置としての
ＲＡＭ（Random　Access　Memory）及びＲＯＭ（Read　Only　Memory）、補助記憶装置と
してのＨＤＤ（ハードディスクドライブ）又はＳＳＤ（solidstate drive）、入出力イン
ターフェースを備えたコンピュータとして構成される、通信アダプタ装置１００では、Ｃ
ＰＵが制御プログラム、通信プログラム、データ変換プログラムを実行して各種処理を行
う。
【００３７】
　本実施形態では、通信アダプタ装置１００は、一つの筐体３００に各種機能部を収納し
た一台の装置として構成される。インターネットに接続した筐体３００の端子に上述した



(7) JP 6636414 B2 2020.1.29

10

20

30

40

50

Ｗｅｂカメラ２１０、マイク２２０、ヘッドフォン２３０、ディスプレイ２４０、シリア
ル機器２５０を接続し、設定インターフェース部１４０の後述する各種スイッチを操作し
てＷｅｂＲＴＣによる双方向通信を行うことができる。
【００３８】
　通信データ入出力部１１０には、インターネット接続用の各種機器、例えばＥｔｈｅｒ
Ｎｅｔ、ＵＳＢ接続された各種ルーター、Ｗｉｆｉ接続機器が接続され、インターネット
に物理的に接続する。
【００３９】
　マルチメディアデータ入出力部１２０は、マルチメディアデータの入出力端子及びシリ
アル機器を接続するシリアル接続端子として、音声入力部１２１、音声出力部１２２、映
像入力部１２３、映像出力部１２４、シリアル通信入出力部１２５を備える。音声入力部
１２１にはマイク２２０が、音声出力部１２２にはヘッドフォン２３０が、映像入力部１
２３にはＷｅｂカメラ２１０が、映像出力部１２４にはディスプレイ２４０が、シリアル
通信入出力部１２５にはシリアル機器であるロボット、コントローラ等の各種機器が接続
される。
【００４０】
　通信制御部１３０は、ＷｅｂＲＴＣプログラム１３１と、設定入力処理プログラム１３
４とを備える。ＷｅｂＲＴＣプログラム１３１は、通信プログラム１３２と映像／音声変
換プログラム１３３とを含む。ＷｅｂＲＴＣプログラム１３１はＷｅｂＲＴＣ通信のプロ
トコルや各種データを送受信する処理を行う。映像／音声変換プログラム１３３は、マル
チメディアデータ入出力部１２０からの映像データや音声データをＷｅｂＲＴＣでの通信
ができる形式に変換する。
【００４１】
　設定入力処理プログラム１３４は、設定インターフェース部１４０、通信アダプタ装置
外部制御Ｉ／Ｏ１６０、設定用Ｗｅｂインターフェース部１７０からの設定入力信号に基
づいて通信制御部１３０の各種プログラムの設定を変更する。
【００４２】
　設定インターフェース部１４０は、ロータリースイッチ１４１、トグルスイッチ１４２
、プッシュスイッチ１４３等の各種の物理スイッチと、表示部であるモニター部１５０を
備える。これらは、筐体３００に配置される。ロータリースイッチ１４１は、ＷｅｂＲＴ
Ｃ通信における接続グループＩＤの設定、端末ＩＤの設定、及び送信パケット回数の設定
を行う。このロータリースイッチ１４１の設定項目は例えばプッシュスイッチ１４３によ
り変更できる。これらのロータリースイッチ１４１、トグルスイッチ１４２、プッシュス
イッチ１４３からの切り換え信号は、設定入力処理プログラム１３４により処理され、通
信制御部１３０の各種設定及びインターネットへの接続・切断処理を行う。
【００４３】
　モニター部１５０は、液晶表示装置であり、ロータリースイッチ１４１、プッシュスイ
ッチ１４３で設定した自装置の設定状態及びインターネットでの通信状態を表示する。モ
ニター部１５０の表示制御は設定入力処理プログラム１３４が実行する。
【００４４】
　通信アダプタ装置外部制御Ｉ／Ｏ１６０には外部装置、例えば通信アダプタ装置１００
にＵＳＢ接続されたノート型コンピュータからの起動制御信号を通信制御部１３０に伝達
する。更に７０は、Ｗｅｂインターフェース１７１を備える。Ｗｅｂインターフェース１
７１は、外部装置、例えばスマートフォン、タブレット型コンピュータ等で表示したウェ
ブブラウザ画面からユーザがアクセスして、通信制御部１３０の設定を行う処理を行う。
【００４５】
　次に筐体３００の操作パネル３００Ａについて説明する。図３は同通信アダプタ装置の
操作パネルを示す模式図である。操作パネル３００Ａには、ロータリースイッチ１４１で
構成される設定スイッチ３１０、プッシュスイッチ１４３で構成されるモード選択スイッ
チ３２０、テストスイッチ３３０、接続待機設定スイッチであるスタート／ストップスイ
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ッチ３４０、及びモニター部１５０が配置されている。
【００４６】
　設定スイッチ３１０は、つまみを回すことにより、各種設定値を変更することができる
。設定項目としては、接続グループＩＤの設定、端末ＩＤの設定、及び送信パケット回数
を選択できる。この選択はモード選択スイッチ３２０を押下することにより選択する。
【００４７】
　テストスイッチ３３０はインターネットの接続確認及びＩＤ情報を確認するときに押下
する。スタート／ストップスイッチ３４０は、押下することによりインターネットへの接
続を実行する、或いは、接続を待機状態とする。
【００４８】
　モニター部１５０には、グループＩＤ表示１５１、端末ＩＤ表示１５２、フレームレー
トを示すＦＰＳ表示１５３、受信確認を示すＡＣＫ表示１５４、送信パケット回数の表示
１５５、通信開始表示１５６、テスト通信表示１５７等が数値や文字表示される。ユーザ
は、操作パネル３００Ａに設置され設定スイッチ３１０、モード選択スイッチ３２０、テ
ストスイッチ３３０、スタート／ストップスイッチ３４０を、モニター部１５０を視認し
つつ操作することにより、通信アダプタ装置１００の設定を変更できる。
【００４９】
　次に筐体３００の裏面パネル３００Ｂについて説明する。図４は同通信アダプタ装置の
背面パネルを示す模式図である。裏面パネル３００Ｂには、４つのＵＳＢポート３５０、
映像入出力コネクタ３６０、シリアルポート３７０、画像データ出力ポートである映像出
力コネクタ３８０、通信用の接続端子であるＬＡＮポート３９０、電源ケーブルコネクタ
４００が配置されている。
【００５０】
　ＵＳＢポート３５０には、Ｗｅｂカメラ２１０、ＵＳＢ接続のマイク２２０、ヘッドフ
ォン２３０、ノート型コンピュータ、その他の機器が接続される。映像入出力コネクタ３
６０には、アナログ出力のカメラ、マイク２２０、ヘッドフォン２３０、モニター等が接
続される。シリアルポート３７０は、例えばＲＳ２３２Ｃ、ＲＳ４８５規格の端子であり
、シリアル接続されるロボット、ロボットのコントラー等が接続される。ＬＡＮポート３
９０には、ＬＡＮケーブル端子が接続される。電源ケーブルコネクタ４００には、電源か
らのケーブルが接続され、通信アダプタ装置１００に電力が供給される。
【００５１】
　以上の通信アダプタ装置１００を使用して双方向通信を行う手順について説明する。図
５は同通信アダプタ装置の使用手順を示すフローチャートである。図１に示す状態、即ち
通信アダプタ装置１００Ａ、通信アダプタ装置１００Ｂをインターネット１０に接続して
ＷｅｂＲＴＣによる双方向通信を行う。
【００５２】
　通信アダプタ装置１００Ａ、通信アダプタ装置１００Ｂがインターネット１０に接続さ
れた状態で、マイク２２０、スピーカーを接続したアンプやヘッドフォン２３０、Ｗｅｂ
カメラ２１０、ディスプレイ２４０、シリアル機器２５０を接続する（ステップＳ１）。
これらは、裏面パネル３００Ｂの各ポートに接続される。
【００５３】
　次いで、通信アダプタ装置１００Ａ、１００Ｂにおいて、個体識別用のＩＤ、通信機器
の通信速度、接続対象の通信アダプタ装置のＩＤを設定する（ステップＳ２）。これらは
、操作パネル３００Ａの設定スイッチ３１０、モード選択スイッチ３２０等の操作により
行う。なお、この操作は、設定用Ｗｅｂインターフェース部１７０を介して外部のスマー
トフォン、タブレット型コンピュータ等のＷｅｂブラウザ上で行うことができる。これに
より、配線操作及び初期設定が終了する。
【００５４】
　通信に際しては、通信アダプタ装置１００Ａ、１００Ｂの一方からから通信開始ボタン
（もしくは外部制御Ｉ／Ｏ）により通信を開始する。即ち、通信アダプタ装置１００Ａ、
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１００Ｂのどちらかからスタート／ストップスイッチ３４０を操作通信して開始する（ス
テップＳ３）。この操作が外部装置から通信アダプタ装置外部制御Ｉ／Ｏ１６０を介して
行うことができる。
【００５５】
　これにより通信アダプタ装置１００Ａ、通信アダプタ装置１００Ｂはインターネット１
０を介してＷｅｂＲＴＣで接続される（ステップＳ４）。そして、通信を終了するときに
は、通信アダプタ装置１００Ａ、１００Ｂのどちらかからスタート／ストップスイッチ３
４０を操作して通信を終了する（ステップＳ５）。
【００５６】
　以上のように、本発明の実施形態に係る通信アダプタ装置１００によれば、各種ハード
ウエア、ソフトウエアの準備をする必要がなく、シリアル機器、マイク、スピーカー、モ
ニター、カメラ等の接続と、ネット接続とをするだけで、簡単にＰ２Ｐでマルチメディア
通信を行うことができる。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　本発明に係る通信アダプタ装置は、各種ハードウエア、ソフトウエアの準備をする必要
がなく、シリアル機器、マイク、スピーカー、モニター、カメラ等の接続と、ネット接続
とをするだけで、簡単にＰ２Ｐでマルチメディア通信を行えるので、産業上の利用可能性
がある。
【符号の説明】
【００５８】
１０：インターネット
２０：ＷｅｂＲＴＣサーバー
１００：通信アダプタ装置
１００Ａ、１００Ｂ：通信アダプタ装置
１１０：通信データ入出力部
１２０：マルチメディアデータ入出力部
１２１：音声入力部
１２２：音声出力部
１２３：映像入力部
１２４：映像出力部
１２５：シリアル通信入出力部
１３０：通信制御部
１３１：ＷｅｂＲＴＣプログラム
１３２：通信プログラム
１３３：音声変換プログラム
１３４：設定入力処理プログラム
１４０：設定インターフェース
１４１：ロータリースイッチ
１４２：トグルスイッチ
１４３：ボタンスイッチ
１５０：モニター部
１５１：グループＩＤ表示
１５２：端末ＩＤ表示
１５３：ＦＰＳ表示
１５４：ＡＣＫ表示
１５５：表示
１５６：通信開始表示
１５７：テスト通信表示
１６０：通信アダプタ装置外部制御Ｉ／Ｏ
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１７０：設定用Ｗｅｂインターフェース部
１７１：Ｗｅｂインターフェース
２１０：Ｗｅｂカメラ
２１０、ＵＳＢ：Ｗｅｂカメラ
２２０：マイク
２３０：ヘッドフォン
２４０：ディスプレイ
２５０：シリアル機器
３００：筐体
３００Ａ：操作パネル
３００Ｂ：裏面パネル
３１０：設定スイッチ
３２０：モード選択スイッチ
３３０：テストスイッチ
３４０：ストップスイッチ
３５０：ＵＳＢポート
３６０：映像入出力コネクタ
３７０：シリアルポート
３８０：映像出力コネクタ
３９０：ＬＡＮポート
４００：電源ケーブルコネクタ
                                                                        

【図１】 【図２】
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